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一
、
は
じ
め
に

　
「
田
真
説
話
」
と
は
、
三
人
兄
弟
の
間
に
お
け
る
財
産
分
与
の
話
が
要

点
と
な
る
孝
行
話
で
あ
り
、
元
時
代
の
郭
居
敬
が
撰
述
し
た
『
二
十
四

孝
』
と
い
う
教
訓
書
に
収
録
さ
れ
て
か
ら
、
広
く
世
の
中
に
知
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
日
本
で
は
『
将
門
記
』、『
注
好
選
』、『
今
昔
物
語
集
』、

井
原
西
鶴
の
『
本
朝
二
十
不
孝
』
な
ど
に
影
響
を
与
え
て
い
る
と
見
ら
れ

る
。
た
だ
し
、
大
舜
、
孟
宗
、
王
祥
な
ど
の
有
名
な
孝
子
話
と
比
べ
、

「
田
真
説
話
」
は
親
孝
行
の
要
素
が
薄
く
感
じ
ら
れ
（
（
（

る
の
が
原
因
で
、
孝

子
説
話
の
研
究
史
に
お
い
て
、
あ
ま
り
主
な
テ
ー
マ
と
し
て
取
り
上
げ
ら

れ
て
い
な
か
っ
た
。

　

柳
瀬
喜
代
志
氏
の
「「
三
荊
」
故
事
源
流
考
」
に
よ
り
、
周
景
式
撰

『
孝
子
伝
』
に
あ
る
「
荊
樹
連
陰
説
話
」
と
、
南
朝
・
梁
の
呉
均
撰
『
続

斉
諧
記
』
に
あ
る
「
田
真
説
話
」
は
、
と
も
に
西
晋
・
陸
機
の
「
豫
章

行
」
の
「
三
荊
」
詩
句
と
深
く
関
わ
り
が
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
拙
稿

「「
三
荊
」
の
出
自
に
つ
い
て
―
二
十
四
孝
の
田
真
説
話
の
研
究
―
」

（『
三
田
國
文
』
第
六
六
号　

二
〇
二
一
年
一
二
月
（
の
考
察
に
よ
り
、

「
三
荊
」
の
典
拠
は
「
古
上
留
田
行
」、「
荊
樹
連
陰
説
話
」、「
田
真
説

話
」
な
ど
で
は
な
く
、
周
の
太
伯
兄
弟
が
離
別
を
悲
し
む
「
哀
慕
歌
」
で

あ
る
と
い
う
可
能
性
を
示
し
た
。
ま
た
、
拙
稿
「「
田
真
説
話
」
の
生
成

に
つ
い
て
─
二
十
四
孝
の
研
究
─
」（『
藝
文
研
究
』
第
一
二
二
号　

二
〇

二
二
年
六
月
（
に
お
い
て
、「
田
真
説
話
」
は
呉
均
に
よ
っ
て
、
太
伯
兄

弟
の
話
、
田
儋
兄
弟
の
話
、
及
び
『
異
苑
』
に
あ
る
「
死
桐
復
青
」
の
話

に
基
づ
い
て
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
梁
武
帝
に
対
す
る
諷
刺
作
で
あ
る

と
い
う
新
た
な
説
を
提
示
し
た
。

　

先
行
研
（
（
（
究
に
よ
る
と
、『
二
十
四
孝
』
が
成
立
す
る
前
に
、「
田
真
説

話
」
は
す
で
に
唐
・
宋
時
代
の
類
書
に
多
く
収
録
さ
れ
て
い
る
の
で
あ

る
。
今
回
は
主
に
唐
代
の
類
書
『
初
学
記
』
に
見
ら
れ
る
「
田
真
説
話
」

の
変
容
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
た
い
。
ま
た
、「
荊
樹
連
陰
説
話
」
は

「
田
真
説
話
」
と
の
関
連
性
か
ら
、
そ
の
唐
代
の
類
書
に
あ
る
テ
キ
ス
ト

も
今
回
の
考
察
の
対
象
と
し
た
。

二
、
唐
代
の
類
書
に
お
け
る
「
荊
樹
連
陰
説
話
」

　
『
芸
文
類
聚
』
と
は
初
唐
の
勅
撰
類
書
で
あ
る
。
武
徳
七
年
（
六
二
四

年
（、
唐
の
高
祖
帝
李
淵
に
命
じ
ら
れ
て
、
欧
陽
詢
ら
が
二
、
三
年
で
完

成
し
た
も
の
で
あ
り
、
現
存
の
類
書
中
で
は
『
北
堂
書
鈔
』
に
次
い
で
最

『
初
学
記
』
に
見
ら
れ
る
「
田
真
説
話
」
の
変
容

　
　
─
─
二
十
四
孝
の
研
究
─
─

張
　
　
滌
非
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古
だ
と
言
わ
れ
た
。
宋
の
紹
興
十
年
（
一
一
四
〇
年
（
版
、
明
の
嘉
靖
六

年
（
一
五
二
七
年
（
版
、
万
暦
一
五
年
（
一
五
八
七
年
（
版
、
上
海
中
華

書
局
版
複
製
十
六
冊
（
一
九
五
九
年
（
な
ど
が
あ
る
。『
初
学
記
』
と
は

唐
代
の
勅
撰
類
書
で
あ
る
。
玄
宗
帝
に
命
じ
ら
れ
て
、
徐
堅
ら
が
開
元
十

五
年
（
七
二
七
年
（
に
撰
し
た
も
の
で
あ
る
。
記
事
の
正
確
さ
に
お
い
て

は
『
芸
文
類
聚
』
に
優
る
。
明
の
嘉
靖
十
年
（
一
五
三
一
年
（
刊
の
安
国

重
校
本
、
古
香
斎
本
、
北
京
中
華
書
局
の
活
字
本
三
冊
（
一
九
六
二
年

刊
（
な
ど
が
あ
る
。『
芸
文
類
聚
』
と
『
初
学
記
』
は
、
と
も
に
日
本
国

見
在
書
目
録
に
記
さ
れ
、
寛
平
年
間
ま
で
に
日
本
に
将
来
さ
れ
て
い
た
こ

と
が
分
か
る
。
漢
詩
文
等
の
漢
文
制
作
や
奈
良
・
平
安
時
代
の
説
話
文
学

と
関
わ
り
が
あ
る
だ
け
で
は
な
く
、
和
名
類
聚
抄
、
色
葉
字
類
抄
な
ど
の

古
辞
書
や
、
幼
学
指
南
抄
な
ど
の
類
書
に
も
幅
広
く
影
響
を
与
え
て

い
（
（
（

る
。
本
稿
は
ま
ず
、
①『
芸
文
類
（
（
（

聚
』「
巻
八
九
・
木
部
下
・
荊
」
と
②

『
初
学
（
（
（

記
』「
巻
十
七
・
友
悌
第
五
「
棣
華　

荊
葉
」
の
条
」
に
載
る
「
荊

樹
連
陰
説
話
」
の
本
文
を
取
り
上
げ
た
い
。
比
較
す
る
た
め
に
、
下
記
の

表
一
を
作
成
し
た
。
本
文
の
異
な
る
部
分
は
傍
線
を
付
し
て
示
す
。

表
一

 　

表
一
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、『
芸
文
類
聚
』
に
載
る
本
文
と
比
べ
る

と
、『
初
学
記
』
に
あ
る
「
荊
樹
連
陰
説
話
」
の
本
文
で
変
更
し
た
と
こ

ろ
は
四
ヶ
所
で
あ
る
。
変
更
し
た
部
分
の
中
で
、
文
字
の
変
更
は
、「
忽

欲
」
か
ら
「
意
欲
」
に
、「
同
株
」
か
ら
「
同
根
」
に
、
二
ヶ
所
が
変
わ

り
、
字
の
削
除
は
、「
出
レ

門
見
」
か
ら
「
出
見
」
に
と
一
ヶ
所
が
変
っ
て

い
る
。
字
の
増
え
た
と
こ
ろ
で
は
、「
殊
哉
」
か
ら
「
殊
異
哉
」
へ
の
一

ヶ
所
で
あ
る
。

　

ま
ず
、
字
の
変
更
の
意
義
を
考
察
し
て
み
た
い
。

　
「
忽
欲
」
と
は
「
突
然
、
急
に
思
う
」
と
い
う
意
味
合
い
が
あ
り
、「
意

欲
」
と
は
、「
と
思
う
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。「
忽
欲
」
か
ら
「
意
欲
」

に
変
更
す
る
と
、
文
の
意
味
は
、「
兄
弟
は
理
由
無
し
に
、
急
に
分
け
よ

う
と
思
う
」
か
ら
、「
兄
弟
は
分
け
よ
う
と
思
う
」
に
変
わ
り
、
話
の
突

飛
さ
が
消
え
、
あ
ら
す
じ
の
展
開
が
自
然
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

次
に
、「
同
株
」
と
「
同
根
」
の
違
い
を
考
え
て
み
た
い
。

　
「
三
荊
同
レ

株
」
は
、
陸
機
の
「
豫
章
行
」
の
「
三
荊
歓
レ

同
レ

株
」
詩
句

を
踏
ま
え
た
句
で
あ
る
。
梁
の
鍾
嶸
（
四
六
九
年
？
～
五
一
八
年
？
（

は
、
文
学
評
論
書
『
詩
品
』
の
中
で
、
陸
機
の
詩
作
が
陳
思
王
曹
植
に
源

流
を
発
す
る
と
説
い
て
い
（
6
（
る
。
陸
機
の
詩
句
に
あ
る
「
同
株
」
も
、
曹
植

の
「
七
歩
（
（
（

詩
」
の
「
本
自
同
根
生
」
と
い
う
詩
句
の
影
響
を
受
け
、
自
分

の
詩
作
に
合
せ
て
、
適
宜
に
変
形
し
た
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。「
同
根
」

は
、
曹
植
の
（
（
（
詩
に
よ
っ
て
、
後
に
兄
弟
を
指
し
示
す
言
葉
と
し
て
定
着
し

て
い
く
。「
同
株
」
か
ら
「
同
根
」
に
変
化
さ
せ
た
の
は
、「
兄
弟
」
の
意

味
を
更
に
強
調
す
る
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。

　

次
に
、
字
の
増
加
と
削
除
の
意
義
を
検
討
し
た
い
。

　

言
葉
の
意
味
か
ら
見
れ
ば
、「
出
レ

門
見
」
と
「
出
見
」、「
殊
哉
」
と

 

①　

芸
文
類
聚

②　

初
学
記

周
景
式
孝
子
伝
曰

周
景
式
孝
子
伝
曰

古
有
兄
弟
、
忽
欲
分
異

古
有
兄
弟
、
意
欲
分
異

出
門
見
三
荊
同
株
、
接
葉
連
陰

出
見
三
荊
同
根
、
接
葉
連
陰

歎
曰
、
木
猶
欣
聚

歎
曰
、
木
猶
欣
聚

況
我
而
殊
哉
、
還
為
雍
和

況
我
而
殊
異
哉
、
還
為
雍
和
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「
殊
異
哉
」
は
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
違
い
は
あ
る
が
、
文
の
全
体
的
な
意
味
に

は
大
き
な
影
響
を
与
え
る
に
は
至
っ
て
い
な
い
。「
出
レ

門
見
」
は
「
出

見
」
と
比
べ
る
と
、「
門
か
ら
」
と
い
う
経
過
す
る
場
所
を
示
す
程
度
で

あ
り
、「
殊
」
と
「
異
」
は
ほ
ぼ
同
じ
意
味
で
あ
り
、
重
ね
て
使
っ
て
い

る
の
は
意
味
の
強
調
に
し
か
過
ぎ
な
い
。
た
だ
し
、
字
が
増
加
と
削
除
を

さ
れ
た
後
は
、
①
と
比
べ
、
②
の
文
節
の
字
数
が
変
わ
る
。

　
「
周
景
式
孝
子
伝
曰
」
と
い
う
所
出
を
明
示
す
る
た
め
の
部
分
を
除
外

し
、
本
文
の
字
数
を
比
べ
る
と
、
①
と
②
の
文
節
の
字
数
は
以
下
と
な
る
。

　

①
四
、
四
、
七
、
四
、
二
、
四
、
五
、
四

　

②
四
、
四
、
六
、
四
、
二
、
四
、
六
、
四

　

①
と
②
を
比
べ
れ
ば
、
②
の
ほ
う
が
更
に
四
六
調
の
韻
文
に
相
応
し
い

体
裁
と
し
て
整
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
こ
こ
で
注
意
す
べ

き
点
が
一
つ
あ
る
。『
初
学
記
』
は
、
類
書
と
し
て
辞
書
の
性
格
を
持
ち

な
が
ら
、
典
拠
を
忠
実
に
記
録
す
る
の
で
は
な
く
、
適
宜
に
手
を
加
え
て

文
章
を
修
正
し
て
い
る
点
で
あ
る
。

　
『
大
唐
新
（
（
（

語
』
に
よ
り
、『
初
学
記
』
の
編
集
事
情
を
窺
う
こ
と
が
で

き
、
そ
れ
に
は
、
皇
子
た
ち
が
作
文
を
す
る
た
め
の
模
範
と
な
る
文
章
が

求
め
ら
れ
、
昔
か
ら
伝
わ
っ
て
き
た
説
話
の
本
文
に
適
宜
に
手
を
加
え
、

よ
り
合
理
的
に
修
正
し
た
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
柳
瀬

喜
代
志
氏
は
そ
れ
に
つ
い
て
、「
こ
れ
は
初
学
の
皇
子
た
ち
が
作
文
を
す

る
為
に
、
最
も
便
宜
な
手
引
書
が
要
求
さ
れ
、
そ
れ
に
答
え
る
形
で
、
典

故
と
な
る
話
、
典
故
を
略
頌
す
る
対
句
、
文
学
的
表
現
の
模
範
と
す
べ
き

詩
文
を
兼
備
す
る
類
書
が
編
集
さ
れ
た
と
い
う
事
情
を
伝
え
て
い
る
」
と

述
べ
て
い
（
（1
（
る
。
こ
こ
に
は
、『
初
学
記
』
の
編
者
た
ち
が
、
読
者
で
あ
る

皇
子
た
ち
を
想
定
し
な
が
ら
編
集
し
た
意
図
が
見
て
取
れ
る
。

三
、『
初
学
記
』
に
お
け
る
「
田
真
説
話
」

　

次
に
、
③『
続
斉
諧
（
（（
（
記
』
と
④『
初
学
記
』「
巻
第
十
八
・
離
別
第
七
・

「
四
鳥　

三
荊
」
の
条
」
に
お
け
る
「
田
真
説
話
」
の
本
文
を
比
較
す
る

た
め
に
下
記
の
表
二
を
作
成
し
た
。

　

③
の
最
後
の
「
陸
機
詩
云
三
荊
歓
レ

同
レ

株
」
と
、
④
の
最
初
の
「
呉
均

続
斉
諧
記
曰
」
の
部
分
は
、
附
加
説
明
の
文
で
あ
り
、
そ
の
比
較
は
対
象

外
と
し
た
。

　

ま
た
、『
続
斉
諧
記
』
の
「
田
真
説
話
」
と
比
べ
、『
初
学
記
』
の
「
田

真
説
話
」
の
同
等
あ
る
い
は
近
い
意
味
を
表
わ
す
文
を
一
単
位
と
し
て
、

主
に
新
し
く
増
加
さ
れ
た
部
分
と
、
削
除
さ
れ
た
部
分
に
つ
い
て
、
傍
線

を
付
し
て
考
察
を
行
う
。

表
二

 

③　

続
斉
諧
記

④　

初
学
記

京
兆
田
真
、
兄
弟
三
人

京
兆
人
田
真
、
兄
弟
三
人

共
議
分
財
、
生
貲
皆
平
均

共
分
財
各
居

惟
堂
前
一
株
紫
荊
樹

堂
前
有
一
株
紫
荊

華
甚
茂

共
議
欲
破
三
片
、
明
日
就
截
之

共
議
破
為
三
、
待
明
截
之

其
樹
即
枯
死
、
状
如
火
然

忽
一
夕
、
樹
即
枯
死

真
往
見
之
、
大
驚
、
謂
諸
弟
曰

真
見
之
、
驚
謂
諸
弟
曰

樹
本
同
株
、
聞
将
分
斫
、
所
以
顦
悴

本
同
株
、
当
分
析
便
憔
悴

況
人
兄
弟
孔
懐
、
而
可
離
異
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『
初
学
記
』
の
「
田
真
説
話
」
で
削
ら
れ
て
い
る
部
分
は
、「
生
貲
皆
平

均
」
と
、「
状
如
二

火
然
一

」
の
よ
う
な
写
実
的
な
描
写
、
木
が
不
思
議
に

蘇
っ
た
と
い
う
「
樹
応
レ

声
栄
茂
」
の
部
分
、
そ
し
て
最
後
の
「
合
二

財

宝
一

」、「
遂
為
二

孝
門
一、
眞
仕
至
二

大
中
大
夫
一

」
と
い
う
後
日
譚
の
部
分
で

あ
る
。
こ
の
よ
う
な
修
正
を
受
け
て
、『
初
学
記
』
の
「
田
真
説
話
」
に

は
、
六
朝
の
志
怪
小
説
が
備
え
る
怪
異
さ
と
孝
行
の
要
素
が
薄
れ
て
い
く

こ
と
に
な
っ
た
。

　

次
に
、『
初
学
記
』
の
本
文
に
新
し
い
意
味
を
付
与
し
た
添
加
部
分
に

つ
い
て
の
考
察
で
あ
る
。

　

④
の
傍
線
部
で
示
し
た
よ
う
に
、「
各
居
」、「
華
甚
茂
」、「
況
人
兄
弟

孔
懐
、
而
可
二

離
異
一

」
と
い
う
言
葉
は
、
③
の
『
続
斉
諧
記
』
に
は
記
さ

れ
て
い
な
い
内
容
で
あ
る
。
原
文
に
な
い
内
容
を
添
加
す
る
こ
と
は
、
必

ず
説
話
に
新
し
い
要
素
を
入
れ
よ
う
と
い
う
編
者
の
意
図
が
働
い
て
い
る

と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
、
増
加
し
た
部
分
の
内
容
を
主
な
対
象
と
し
て
考

察
し
た
。

　

ま
ず
、「
各
居
」
と
、「（
況
人
兄
弟
孔
懐
（
而
可
二

離
異
一

」
と
い
う
言

葉
で
示
し
た
よ
う
に
、
③『
続
斉
諧
記
』
の
話
に
は
記
さ
れ
て
い
な
い

が
、
④『
初
学
記
』
で
は
、
兄
弟
が
別
れ
て
別
々
に
住
も
う
と
す
る
。
す

な
わ
ち
『
初
学
記
』
に
は
、
兄
弟
が
離
別
し
よ
う
と
い
う
要
素
が
入
っ
て

い
る
の
で
あ
る
。『
続
斉
諧
記
』
の
話
は
、
兄
弟
が
財
産
を
分
け
る
と
い

う
内
容
の
み
の
言
及
で
あ
る
。

　

ま
た
、
兄
弟
の
離
別
に
対
す
る
『
初
学
記
』
の
編
者
の
態
度
は
、「（
況

人
兄
弟
孔
懐
（
而
可
二

離
異
一

」、「
別
れ
て
も
い
い
の
か
、
い
や
、
別
れ
て

は
い
け
な
い
」
と
い
う
批
判
的
な
態
度
と
な
っ
て
い
る
。
話
の
最
後
の
部

分
も
、
③『
続
斉
諧
記
』
の
よ
う
な
、
兄
弟
が
財
宝
を
合
わ
せ
る
こ
と
で

は
な
く
、
兄
弟
が
仲
直
り
し
、
別
居
す
る
こ
と
を
止
め
た
と
い
う
話
に
な

る
。

　

④
の
『
初
学
記
』
に
お
い
て
分
類
さ
れ
た
部
立
て
は
、「
離
別
・「
四
鳥

　

三
荊
」」
の
条
で
あ
り
、
陸
機
の
「
豫
章
行
」
を
意
識
し
て
創
ら
れ
た

類
目
で
あ
（
（1
（

る
。
こ
こ
で
想
起
さ
れ
る
こ
と
は
、
周
の
太
伯
兄
弟
の
離
別
の

話
で
あ
る
。

　

次
に
、
③『
続
斉
諧
記
』
に
は
「
華
甚
茂
」
と
い
う
言
葉
も
な
い
。『
大

漢
和
辞
典
』
に
よ
れ
ば
、「
華
」
と
は
「
花
」
の
こ
と
で
あ
り
、「
華
」

は
、
特
に
木
に
咲
い
た
花
を
指
す
と
い
う
こ
と
が
分
か
（
（1
（

る
。「
華
甚
茂
」

と
は
、「
花
が
盛
ん
に
咲
い
て
い
る
」
様
子
を
指
し
示
し
て
い
る
。
木

（
紫
荊
樹
（
に
花
が
咲
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
呉
均
の
『
続
斉
諧

記
』
と
、『
五
臣
集
注
文
（
（1
（

選
』
の
劉
良
注
の
「
田
真
説
話
」
に
は
存
在
し

な
い
内
容
で
あ
る
（
そ
の
他
に
、『
磐
溪
廿
四
孝
（
（1
（
賛
』
に
載
る
「
紫
荊
再

栄
説
話
」
は
、
呉
均
撰
『
続
斉
諧
記
』
の
「
田
真
説
話
」
と
同
文
に
近
い

の
で
、「
華
甚
茂
」
の
一
節
も
な
い
（。

　

し
か
し
、
こ
れ
ま
で
に
調
べ
た
範
囲
内
で
は
、「
花
」
が
出
て
く
る
例

と
し
て
、『
琱
玉
（
（1
（
集
』
の
「
田
真
説
話
」
に
は
「
華
葉
美
茂
」、
宋
代
の

『
太
平
御
（
（1
（
覧
』
巻
四
二
一
の
「
田
真
説
話
」
に
は
「
花
葉
美
茂
」、
同
巻

四
八
九
の
「
田
真
説
話
」
に
は
「
花
葉
茂
異
」、
元
代
の
胡
炳
文
撰
『
純

正
蒙
（
（1
（

求
』
の
「
田
真
荊
花
説
話
」
に
は
「
堂
前
荊
花
甚
茂
」、
同
じ
元
の

是
人
不
如
木
也

是
人
不
如
樹
木
也

因
悲
不
自
勝
、
不
復
解
樹
。
樹
応
声
栄
茂

兄
弟
相
感
、
合
財
宝

兄
弟
相
感
更
合

遂
為
孝
門
、
真
仕
至
大
中
大
夫
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郭
居
敬
撰
と
言
わ
れ
る
『
新
刊
全
相
二
十
四
孝
詩
（
（1
（

選
』
の
「
田
真
説
話
」

に
は
「
花
葉
茂
盛
」
が
あ
り
、
日
本
の
『
注
好
（
11
（

選
』
の
「
田
祖
は
直
を
返

す
第
九
七
」
に
は
、「
四
季
に
花
を
開
く
荊
三
茎
在
り
て
、
一
花
は
白
、

一
花
は
赤
、
一
花
は
紫
な
り
」
と
あ
る
。『
今
昔
物
語
集
』
巻
（
1（
（

十
の
「
震

旦
三
人
兄
弟
、
売
家
見
荊
枯
、
返
直
返
住
語
第
二
〇
」
に
は
、「
四
時
ニ

花
栄
テ
面
白
キ
事
無
限
シ
」、
嵯
峨
本
と
渋
川
版
『
二
十
四
孝
』
の
「
田

真
説
話
」
に
は
、「
花
も
さ
き
み
た
れ
た
る
」、
徳
田
武
氏
所
蔵
『
加
言
二

十
四
（
11
（

孝
』（
文
化
四
年
〈
一
八
〇
七
年
〉（
の
「
田
真
説
話
」
に
「
花
さ
き

実
な
り
」
と
あ
る
。
須
原
屋
版
『
二
十
四
孝
』
の
「
田
真
説
話
」
に
は

「
花
さ
き
實
の
り
」、
及
び
他
の
元
和
寛
永
、
正
保
、
明
暦
、
寛
文
、
天

和
、
貞
享
、
文
政
、
天
保
年
間
に
出
版
さ
れ
た
と
す
る
刊
本
及
び
写
本
系

の
書
物
の
す
べ
て
に
、「
花
が
咲
く
」
と
い
う
要
素
が
欠
け
る
こ
と
な
く

存
在
し
て
い
（
11
（

る
。
そ
こ
で
、
そ
の
「
花
」
の
由
来
及
び
意
義
が
重
要
で
あ

る
と
推
測
し
、
考
察
を
重
ね
て
み
た
。

四
、「
花
」
の
意
味

　
「
花
」
を
調
べ
る
た
め
の
一
つ
の
手
掛
か
り
と
な
る
の
は
、
④『
初
学

記
』
の
「
田
真
説
話
」
の
本
文
に
新
し
く
添
加
さ
れ
て
い
る
も
う
一
ヶ
所

の
内
容
「
況
人
兄
弟
孔
懐
、
而
可
二

離
異
一

」
の
文
中
に
あ
る
「
兄
弟
孔

懐
」
と
い
う
言
葉
で
あ
る
。
こ
の
言
葉
は
『
初
学
記
』
の
「
荊
樹
連
陰
説

話
」
と
同
じ
類
目
に
記
さ
れ
る
「
棣
華
」
の
条
に
見
ら
れ
（
11
（
る
。
前
文
の
考

察
で
分
か
る
よ
う
に
、「
華
」
は
「
花
」
に
通
じ
、「
棣
華
」
と
は
、「
棠

棣
の
花
」
を
指
す
の
で
あ
る
。
こ
の
条
の
初
出
の
毛
詩
と
は
、『
詩
経
』

（
周
詩
（
の
別
名
で
あ
る
。『
詩
（
11
（
経
』
で
そ
の
全
文
を
引
用
し
た
い
。

 『
詩
経
』「
小
雅
・
常
棣
」

　

常
棣
之
華　
　

鄂
不
韡
韡

　
　
　
　
　
　
　
（
常
棣
の
華　
　
　
　
　

鄂
ぞ
韡
韡
た
ら
ざ
ら
ん
や
（

　

凡
今
之
人　
　

莫
如
兄
弟

　
　
　
　
　
　
　
（
凡
そ
今
の
人　
　
　
　

兄
弟
に
如
く
は
莫
し
（

　

死
喪
之
威　
　

兄
弟
孔
懐

　
　
　
　
　
　
　
（
死
喪
の
威
れ
に
も　
　

兄
弟　

孔
だ
懐
ふ
（

　

原
隰
裒
矣　
　

兄
弟
求
矣　

　
　
　
　
　
　
　
（
原
隰　

裒
す
に
も　
　

兄
弟　

求
む
（

　

脊
令
在
原　
　

兄
弟
急
難　

　
　
　
　
　
　
　
（
脊
令　

原
に
在
り　
　

兄
弟　

難
に
急
く
（

　

毎
有
良
朋　
　

況
也
永
歎

　
　
　
　
　
　
　
（
毎
に
良
朋
有
り　
　
　

況
〻
永
歎
す
（

　

兄
弟
鬩
于
牆　

外
禦
其
務　

　
　
　
　
　
　
　
（
兄
弟　

牆
に
鬩
ひ　
　

外　

其
の
務
り
を
禦
む
（

　

毎
有
良
朋　
　

烝
也
無
戎

　
　
　
　
　
　
　
（
毎
に
良
朋
有
り　
　
　

烝
ち
戎
く
る
無
か
ら
ん
や
（

　

喪
乱
既
平　
　

既
安
且
寧

　
　
　
　
　
　
　
（
喪
乱
既
に
平
ら
ぎ　
　

既
に
安
ん
じ
且
つ
寧
ま
れ
り
（

　

雖
有
兄
弟　
　

不
如
友
生

　
　
　
　
　
　
　
（
雖
に
兄
弟
有
り　
　
　

友
生
に
如
か
ざ
ら
ん
や
（

　

儐
爾
籧
豆　
　

飮
酒
之
飫　

　
　
　
　
　
　
　
（
爾
の
籧
豆
を
儐
ね　
　

飮
酒
し
て
之
れ
飫
か
ん
（

　

兄
弟
既
具　
　

和
楽
且
孺　

　
　
　
　
　
　
　
（
兄
弟　

既
に
具
ひ　
　

和
楽
し
且
つ
孺
し
ま
ん
（
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妻
子
好
合　
　

如
鼓
瑟
琴　

　
　
　
　
　
　
　
（
妻
子
好
く
合
し　
　
　

瑟
琴
を
鼓
く
が
如
し
（

　

兄
弟
既
翕　
　

和
楽
且
湛　
　

　
　
　
　
　
　
　
（
兄
弟　

既
に
翕
ひ　
　

和
楽
し
且
つ
湛
し
ま
ん
（

　

宜
爾
室
家　
　

楽
爾
妻
帑

　
　
　
　
　
　
　
（
爾
の
室
家
に
宜
し
く　

爾
の
妻
帑
を
楽
し
ま
し
め
よ
（

　

是
究
是
図　
　

亶
其
然
乎　
　

　
　
　
　
　
　
　
（
是
に
究
め
是
に
図
り　

亶
に
其
れ
然
し
か
ら
ん
（

　

 

余
説　
《
毛
序
》
常
棣
は
、
兄
弟
を
燕
す
る
な
り
。（
略
（《
集
伝
》
此

れ
兄
弟
を
燕
す
る
の
楽
歌
。
詩
意
に
つ
い
て
は
、
目
加
田
誠
は
「
常
棣

の
花
の
咲
き
溢
れ
る
を
も
っ
て
、
兄
弟
が
心
を
一
に
し
て
栄
え
て
ゆ
く

さ
ま
を
い
い
起
こ
す
（
略
（」
と
論
じ
（
略
（

　

目
加
田
誠
氏
の
説
明
で
分
か
る
よ
う
に
、
常
棣
の
花
は
、
兄
弟
和
睦
の

象
徴
で
あ
る
。『
詩
経
』
は
中
国
で
最
も
古
い
詩
集
で
あ
り
、「
常
棣
」

も
、
ま
た
そ
の
中
で
「
兄
弟
和
睦
」
を
歌
っ
た
歌
と
し
て
有
名
で
あ
る
。

　
『
初
学
記
』
の
編
者
は
、「
田
真
説
話
」
に
「
華
甚
茂
」
と
「
兄
弟
孔

懐
」
を
添
加
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、「
兄
弟
和
睦
」
と
い
う
要
素
を
入
れ

よ
う
と
し
た
痕
跡
が
窺
え
る
。

　
『
初
学
記
』
の
「
巻
十
七
友
悌
」
の
類
目
に
、「
棣
華
」
は
、「
荊
樹
連

陰
説
話
」
を
表
わ
す
「
荊
葉
」
の
対
句
と
し
て
並
べ
ら
れ
、
そ
し
て
「
巻

十
八
離
別
」
の
類
目
に
進
む
と
、「
田
真
説
話
」
に
、「
兄
弟
和
睦
」
要
素

が
添
加
さ
れ
る
と
い
う
変
化
が
起
こ
る
。
し
か
も
『
初
学
記
』
は
適
宜
に

本
文
を
修
正
す
る
こ
と
も
あ
り
、『
初
学
記
』
の
編
者
は
他
の
資
料
を
参

照
し
た
の
で
は
な
く
、『
初
学
記
』
を
編
集
し
つ
つ
、
そ
の
改
作
を
行
っ

た
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
改
作
す
る
理
由
と
し
て
は
、『
初
学

記
』
の
読
者
で
あ
る
皇
子
た
ち
を
意
識
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ

れ
る
。

　

周
景
式
撰
『
孝
子
伝
』
の
「
荊
樹
連
陰
説
話
」
と
呉
均
撰
『
続
斉
諧

記
』
の
「
田
真
説
話
」
は
、
陸
機
の
「
豫
章
行
」
と
深
く
関
わ
っ
て
い
る

こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
。
ま
た
、
拙
稿
「「
三
荊
」
の
出
自
に
つ
い
て

―
二
十
四
孝
の
田
真
説
話
の
研
究
―
」
で
の
考
察
の
よ
う
に
、
陸
機
の

「
豫
章
行
」
の
「
三
荊
」
が
基
づ
い
た
典
拠
は
、
周
の
太
伯
兄
弟
の
話
だ

と
考
え
ら
れ
る
。

　

そ
の
話
の
中
で
、
太
伯
と
仲
雍
は
父
の
胸
中
を
推
し
測
っ
て
自
ら
家
督

相
続
の
権
利
を
弟
の
季
歴
に
譲
っ
た
。
こ
の
二
人
の
行
動
は
親
孝
行
の
面

か
ら
見
れ
ば
徳
高
く
、
極
め
て
尊
い
行
為
で
は
あ
る
が
、
長
幼
に
序
あ
り

と
い
う
儒
教
精
神
を
重
ん
じ
、
長
子
が
家
督
相
続
を
す
る
と
い
う
伝
統
の

あ
る
中
国
で
、
特
に
国
の
盛
衰
に
も
関
わ
る
皇
子
た
ち
の
教
育
に
お
い

て
、
こ
れ
は
扱
い
難
い
素
材
で
あ
る
と
し
か
言
え
な
い
。

　

一
方
、
太
伯
兄
弟
の
子
孫
は
、
中
国
歴
史
上
、
八
百
年
近
い
周
王
朝
を

開
い
た
人
物
で
あ
り
、
太
伯
兄
弟
も
徳
の
高
い
人
物
と
し
て
、
司
馬
遷
の

『
史
記
』「
世
家
」
の
最
初
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
史
実
は
容
易
に

抹
殺
で
き
な
い
。
太
伯
兄
弟
は
聖
人
と
言
わ
れ
、
そ
の
行
動
に
対
す
る
批

判
は
不
可
能
に
近
い
。
ま
た
、
陸
機
の
「
豫
章
行
」
も
、
詩
集
か
ら
消
去

す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
陸
機
は
西
晋
の
文
壇
を
代
表
す
る
一
人
で

あ
り
、
駢
文
対
句
を
重
ん
じ
る
詩
風
を
開
い
た
人
物
と
も
言
わ
れ
て
い

る
。
彼
に
対
す
る
評
価
は
、『
文
心
彫
（
11
（
龍
』
と
い
う
文
学
評
論
書
を
初

め
、
数
多
の
記
録
に
確
実
に
存
在
し
て
い
る
。
そ
の
「
豫
章
行
」
も
中
国

の
南
朝
・
梁
の
太
子
簫
統
（
五
〇
一
年
～
五
三
一
年
（
が
編
纂
し
た
『
文

選
』
に
採
録
さ
れ
、「
三
荊
」
と
い
う
言
葉
は
、
梁
朝
の
幕
臣
た
ち
及
び
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後
の
時
代
の
詩
人
た
ち
の
詩
文
に
も
引
用
さ
れ
、
そ
の
一
連
の
資
料
を
す

べ
て
抹
消
す
る
こ
と
も
不
可
能
で
あ
る
と
い
え
る
。

　

仮
説
で
は
あ
る
が
、
李
善
（
六
三
〇
年
？
～
六
九
〇
年
（
が
、
唐
の
高

宗
帝
李
治
に
進
呈
し
た
文
選
注
に
書
か
れ
て
い
る
「
古
上
留
田
行
」、
唐

の
開
元
年
間
（
七
一
八
年
（
に
、
朝
廷
に
進
呈
さ
れ
た
『
五
臣
集
注
文

選
』
の
な
か
で
、
劉
良
注
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
「
田
真
説
話
」、
そ
し
て

『
初
学
記
』（
唐
・
開
元
十
五
年
～
十
六
年
〈
七
二
七
年
～
七
二
八
年
〉（

の
、「
田
真
説
話
」
の
改
作
な
ど
の
事
情
を
見
れ
ば
、
陸
機
の
「
三
荊
」

典
拠
に
対
し
て
の
判
断
を
間
違
っ
た
と
い
う
よ
り
は
、
六
三
〇
年
以
降
に

唐
の
朝
廷
に
仕
え
る
文
人
集
団
が
、
意
図
的
に
「
三
荊
」
の
典
拠
を
入
れ

替
え
、
補
完
作
業
を
行
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

　

初
唐
の
楊
烱
（
六
五
〇
年
～
六
九
三
年
頃
（
は
、「
従
弟
去
盈
墓
志
銘
」

の
中
で
、「
三
荊
」
を
使
っ
て
、
従
弟
の
死
を
悼
ん
で
い
る
。「
三
荊
揺

落
、
五
都
悲
涼
。
痛
二

門
戸
之
無
レ

主
一

、
悼
二

人
琴
之
両
亡
一。」（『
楊
盈

川
（
11
（
集
』「
巻
九
・
墓
志
」（。
こ
こ
で
の
「
三
荊
」
は
、
兄
弟
の
永
久
の
離

別
を
悲
し
む
意
と
し
て
使
わ
れ
た
。
こ
の
墓
志
銘
を
作
っ
た
年
代
は
、
そ

の
記
述
中
の
「
以
二

上
元
三
年
〈
六
七
六
年
〉
五
月
二
十
二
日
一

歿
二

于
京

師
勝
業
里
一

（
略
（
至
二

儀
鳳
四
年
〈
六
七
九
年
〉
十
二
月
二
日
一

歸
葬
二

於

華
陰
之
某
原
一

」
に
よ
り
、
六
七
六
年
五
月
か
ら
六
七
九
年
十
二
月
ま
で

の
間
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
注
意
す
べ
き
点
は
、
こ
の
墓
志
銘
は
親
族

を
哀
悼
す
る
文
で
あ
り
、
朝
廷
に
進
呈
し
た
正
式
な
文
書
で
は
な
い
こ
と

で
あ
る
。

　

も
う
一
首
の
全
文
に
は
、「
三
荊
」
と
い
う
言
葉
は
な
い
が
、
興
味
を

引
く
詩
作
と
し
て
、
唐
の
詩
人
李
白
（
七
〇
一
年
～
七
六
二
年
（
の
「
上

留
田
（
11
（

行
」
が
あ
る
。

　
『
全
唐
詩
』「
巻
一
六
二
・
李
白
・
上
留
田
行
」

　
　

行
至
上
留
田　
　
　
（
行
き
て
上
留
田
に
至
れ
ば
（

　
　

孤
墳
何
崢
嶸　
　
　
（
孤
墳
何
ぞ
崢
嶸
た
る
（

　
　

積
此
萬
古
恨　
　
　
（
此
の
萬
古
の
恨
み
を
積
み
（

　
　

春
草
不
復
生　
　
　
（
春
草
ま
た
生
ぜ
ず
（

　
　

悲
風
四
辺
來　
　
　
（
悲
風
四
辺
よ
り
來
た
り
（

　
　

腸
断
白
楊
声　
　
　
（
腸
断
白
楊
の
声
（

　
　

借
問
誰
家
地　
　
　
（
借
問
す
誰
が
家
の
地
ぞ
（

　
　

埋
没
嵩
里
塋　
　
　
（
埋
没
す
嵩
里
の
塋
（

　
　

古
老
向
余
言
言
是
上
留

（
11
（

田　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
古
老
余
に
向
か
つ
て
言
ふ
言
こ
れ
上
留
田
と
（

　
　

蓬
科
馬
鬛
今
已
平　
（
蓬
科
馬
鬛
今
す
で
に
平
ら
か
な
り
（

　
　

昔
之
弟
死
兄
不
葬　
（
昔
こ
れ
弟
死
し
て
兄
葬
ら
ず
（

　
　

他
人
於
此
挙
銘

（
11
（

旌　
（
他
人
此
に
於
い
て
銘
旌
を
挙
ぐ
（

　
　

一
鳥
死　

百
鳥

（
1（
（

鳴　
（
一
鳥
死
し
て　

百
鳥
鳴
く
（

　
　

一
獸
走　

百
獸
驚　
（
一
獸
走
り
て　

百
獸
驚
く
（

　
　

桓
山
之
禽
別
離
苦　
（
桓
山
の
禽
別
離
の
苦
し
み
（

　
　

欲
去
廻
翔
不
能

（
11
（

征　
（
去
ら
ん
と
欲
し
て
廻
翔
征
く
こ
と
能
は
ず
（

　
　

田
氏
倉
卒
骨
肉
分　
（
田
氏
倉
卒
骨
肉
分
か
れ
（

　
　

青
天
白
日
摧
紫

（
11
（

荊　
（
青
天
白
日
紫
荊
を
摧
く
（

　
　

交
柯
之
木
本
同
形　
（
交
柯
の
木
も
と
同
形
（

　
　

東
枝
顦
顇
西
枝
栄　
（
東
枝
顦
顇
西
枝
栄
ゆ
（

　
　

無
心
之
物
尚
如
此　
（
無
心
の
物
尚
ほ
此
く
の
如
く
（

　
　

参
商
胡
乃
尋
天
兵　
（
参
商
胡
ぞ
乃
ち
天
兵
を
尋
ね
ん
（

　
　

孤
竹
延
陵　
　
　
　
（
孤
竹
延
陵
（
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讓
国
揚
名　
　
　
　
（
国
を
讓
つ
て
名
を
揚
ぐ
（

　
　

高
風
緬
邈　
　
　
　
（
高
風
緬
邈
（

　
　

頽
波
激
清　
　
　
　
（
頽
波
清
に
激
す
（

　
　

尺
布
之
謡　
　
　
　
（
尺
布
の
謡
（

　
　

塞
耳
不
能
聴　
　
　
（
耳
を
塞
ぎ
て
聴
く
こ
と
能
は
ず
（

　

詩
人
李
白
が
、
こ
れ
を
詩
作
し
た
意
図
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
数
多
く

の
先
行
研
（
11
（

究
に
よ
っ
て
議
論
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
詩
作
の
時
代
背
景
に
つ

い
て
の
憶
測
は
控
え
た
い
。
た
だ
し
、
こ
の
詩
作
の
内
容
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
に
調
べ
た
「
三
荊
」
典
拠
と
関
係
の
あ
る
資
料
と
は
、
何
ら
か

の
形
で
関
わ
り
が
あ
る
。
具
体
的
な
内
容
は
、
詩
文
の
傍
線
部
と
注
釈
の

資
料
を
参
照
さ
れ
た
い
。

　

ま
た
、
こ
の
詩
作
の
最
後
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
四
つ
の
典
拠
（
参
商
・

孤
竹
・
延
陵
・
尺
布
之
謡
（
は
、
国
を
譲
る
か
ど
う
か
の
「
讓
国
」
に
関

わ
り
が
あ
り
、
皇
族
の
兄
弟
の
間
の
話
で
あ
る
こ
と
も
、
考
え
さ
せ
ら
れ

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
「
参
商
」（『
春
秋
左
氏
（
11
（

伝
』「
三
・
昭
公
元
年
」
に
所
出
（
は
、
中
国
上

古
時
代
の
五
帝
の
一
人
と
言
わ
れ
る
高
辛
氏
の
息
子
の
兄
弟
不
和
に
つ
い

て
の
話
で
あ
る
。「
孤
竹
」（『
史
（
11
（
記
』「
巻
六
一
・
伯
夷
列
伝
第
一
」
に
所

出
（
は
、
孤
竹
国
の
伯
夷
・
叔
斉
兄
弟
に
つ
い
て
の
話
で
あ
り
、「
延
陵
」

（『
史
（
11
（

記
』「
巻
三
一
・
呉
太
伯
世
家
第
一
」
に
所
出
（
は
、
春
秋
時
代
の

呉
王
の
息
子
、
季
札
兄
弟
に
つ
い
て
の
話
で
、
い
ず
れ
も
兄
弟
が
お
互
い

に
国
を
譲
る
話
で
あ
る
。「
尺
布
之
謡
」（『
史
（
11
（
記
』「
巻
一
一
八
・
淮
南
衡

山
列
伝
第
五
八
」
に
所
出
（
は
、
淮
南
王
劉
安
が
謀
反
を
起
こ
し
、
漢
武

帝
に
誅
さ
れ
る
話
で
あ
る
。
特
に
伯
夷
と
季
札
に
つ
い
て
は
、
何
ら
か
の

形
で
太
伯
兄
弟
の
話
に
関
わ
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
（
11
（

る
。

　

李
白
の
「
上
留
田
行
」
の
最
後
の
一
句
「
塞
レ

耳
不
レ

能
レ

聴
」
は
、
た

だ
「
尺
布
之
謡
」
と
い
う
歌
を
聞
き
忍
ぶ
こ
と
を
指
す
の
か
、
あ
る
い
は

他
の
意
味
を
暗
示
し
て
い
る
の
か
。
こ
れ
は
李
白
が
長
安
に
出
仕
し
よ
う

と
行
っ
た
折
、
そ
の
周
辺
に
い
る
宮
廷
官
僚
と
の
関
係
、
及
び
こ
の
「
上

留
田
行
」
の
創
作
年
代
が
明
ら
か
で
な
い
以
上
、
判
断
で
き
な
い
。

　

唐
代
に
お
け
る
「
三
荊
」
の
典
拠
に
つ
い
て
の
改
作
事
情
を
見
る
と
、

三
つ
の
段
階
に
分
け
ら
れ
る
。
一
、
李
善
（
六
三
〇
年
頃
～
六
九
〇
年
（

の
『
文
選
注
』
に
書
い
て
あ
る
「
古
上
留
田
行
」。
二
、
劉
良
の
『
五
臣

集
注
文
選
』（
開
元
年
間
〈
七
一
八
年
〉（
に
書
か
れ
た
「
田
真
説
話
」。

三
、『
初
学
記
』（
開
元
十
五
年
～
十
六
年
〈
七
二
七
年
～
七
二
八
年
〉（

に
載
せ
ら
れ
た
「
田
真
説
話
」
で
あ
る
。

　

一
は
、「
三
荊
」
典
拠
を
太
伯
兄
弟
の
話
か
ら
民
間
の
兄
弟
不
和
の
話

に
変
え
る
。
二
は
、
兄
弟
不
和
の
話
か
ら
兄
弟
和
睦
の
要
を
説
く
「
田
真

説
話
」
に
変
え
る
。
三
は
、
更
に
「
田
真
説
話
」
に
、
兄
弟
和
睦
を
象
徴

す
る
花
の
要
素
を
添
加
し
た
。
特
に
一
と
二
・
三
は
全
く
内
容
の
相
反
す

る
話
と
な
る
。
改
作
を
行
っ
た
文
人
た
ち
の
前
後
の
態
度
が
変
わ
っ
た
理

由
は
、
ど
こ
に
あ
る
の
か
、
更
に
考
察
を
深
め
て
推
測
し
て
み
た
い
。

　
「
田
真
説
話
」
の
資
料
を
調
べ
る
と
、
元
・
胡
炳
文
（
一
二
五
〇
年
～

一
三
三
三
年
（
撰
『
純
正
蒙
求
』
に
は
、「
曹
植
豆
萁
・
田
眞
荊
花
」
の

条
に
続
い
て
、「
阿
豺
竹
箭
・
玄
宗
棣
華
」
の
条
が
並
べ
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
「
玄
宗
棣
（
11
（
華
」
の
話
か
ら
は
、
二
つ
の
点
が
読
み
取
れ
る
。

　

一
つ
は
、
宮
中
に
「
花
萼
相
輝
」
と
い
う
楼
を
設
置
す
る
こ
と
を
命
ず

る
の
は
玄
宗
帝
で
あ
る
。
そ
の
楼
名
に
含
ま
れ
る
意
味
は
、「
棣
萼
宴
二

兄

弟
一

」
で
あ
り
、
兄
弟
和
睦
を
唱
え
る
『
詩
経
』
の
「
常
棣
」
に
由
来
す

る
。
二
つ
目
は
、
こ
の
こ
と
は
後
に
、
玄
宗
帝
の
性
格
が
「
敦
睦
」
で
あ
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り
、
兄
弟
友
愛
の
情
を
賞
賛
す
る
名
目
と
な
っ
た
。

　

更
に
、「
花
萼
相
輝
之
楼
」
に
つ
い
て
調
べ
る
と
、『
唐
（
1（
（

書
』
と
『
旧

唐
（
11
（
書
』
の
中
で
、
次
の
よ
う
な
内
容
が
確
認
で
き
た
。

　

睿
宗
帝
が
初
め
て
皇
位
に
つ
い
た
時
、
嫡
長
子
の
李
憲
を
皇
太
子
に
立

て
た
。
後
に
政
変
が
起
こ
り
、
女
帝
武
則
天
に
皇
位
を
譲
り
、
李
憲
も
皇

太
子
の
位
か
ら
廃
さ
れ
た
。
睿
宗
帝
の
第
三
子
李
隆
基
は
、
後
の
皇
位
を

奪
還
す
る
行
動
の
中
で
功
を
立
て
た
。
改
め
て
皇
位
に
戻
っ
た
睿
宗
帝

は
、
皇
太
子
の
人
選
で
迷
っ
た
。
李
憲
は
嫡
長
子
で
あ
り
、
か
つ
て
一
度

は
皇
太
子
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
し
か
し
、
三
子
の
李
隆
基
は
、
皇
位

奪
還
の
行
動
の
中
で
功
を
立
て
て
い
る
。
そ
の
時
、
長
子
の
李
憲
は
皇
太

子
の
位
を
自
ら
辞
退
し
た
。
睿
宗
帝
は
喜
び
、
李
憲
に
物
質
面
か
ら
い
ろ

い
ろ
援
助
し
た
。
李
隆
基
（
後
の
玄
宗
帝
（
は
、
皇
太
子
に
な
っ
た
後
、

太
平
公
主
が
政
権
を
廻
り
、
彼
と
争
い
が
起
っ
た
。
李
隆
基
は
政
権
に
よ

り
、
李
憲
を
味
方
に
す
る
必
要
が
生
じ
る
。
そ
れ
で
、
兄
弟
の
情
を
忘
れ

て
い
な
い
こ
と
を
証
明
す
る
た
め
に
、
大
き
な
布
団
と
長
い
枕
を
わ
ざ
わ

ざ
作
り
、
兄
弟
達
と
一
緒
に
使
っ
た
。
そ
の
行
為
は
睿
宗
帝
を
喜
ば
せ

た
。
李
隆
基
は
皇
帝
に
な
っ
て
か
ら
、
兄
弟
の
和
睦
を
表
わ
す
た
め
に
、

宮
中
に
「
花
萼
相
輝
之
楼
」
を
設
立
す
る
こ
と
を
命
じ
た
。
後
に
、
弟
の

李
業
の
病
気
の
平
癒
を
祝
う
た
め
に
、
玄
宗
帝
は
「
棠
棣
花
重
満
、
鴒
原

鳥
再
飛
」
と
い
う
詩
を
賦
し
、
兄
弟
愛
を
表
わ
し
た
。「
棠
棣
の
花
」
と

「
鶺
鴒
」
は
、
す
べ
て
『
詩
経
』「
常
棣
」
に
由
来
す
る
兄
弟
和
睦
の
た

と
え
で
あ
る
。
臣
下
は
そ
れ
を
以
て
、
玄
宗
帝
の
友
悌
愛
を
大
々
的
に
誉

め
称
え
喜
ば
せ
た
。

　

李
憲
は
政
治
に
干
渉
し
な
い
と
い
う
慎
み
深
い
態
度
を
最
後
ま
で
貫
い

た
。
そ
れ
に
報
え
、
玄
宗
帝
は
李
憲
に
兄
弟
の
情
の
深
さ
を
訴
え
、『
唐

書
』
に
も
『
旧
唐
書
』
に
も
、
玄
宗
帝
が
李
憲
に
対
し
て
の
物
質
面
か
ら

の
援
助
を
長
々
と
書
い
て
い
る
。
李
憲
が
没
し
た
後
、
玄
宗
帝
は
「
高
世

之
行
」
あ
り
と
彼
を
誉
め
て
い
る
。
李
憲
の
唯
一
の
「
高
世
之
行
」
と
言

え
る
行
為
は
、
皇
太
子
位
を
辞
退
し
た
こ
と
で
あ
る
。
玄
宗
帝
が
彼
に
送

っ
た
諡
「
讓
皇
帝
」
か
ら
も
分
か
る
が
、
玄
宗
帝
は
兄
弟
の
絆
を
大
切
に

す
る
と
い
う
よ
り
も
、
李
憲
が
皇
位
を
譲
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
感
謝
し
て

い
る
と
言
え
る
。

　

以
上
の
考
察
か
ら
分
か
る
こ
と
は
、「
花
」
は
、
玄
宗
帝
の
兄
弟
愛
の

象
徴
と
な
り
、
そ
の
基
点
は
、
李
憲
が
皇
位
を
譲
っ
た
こ
と
に
あ
る
。

　

李
隆
基
を
推
戴
す
る
臣
下
達
は
、
彼
の
た
め
に
皇
太
子
位
を
争
い
、
睿

宗
帝
に
進
言
し
た
と
き
、「
聖
庶
抗
レ

嫡
」
と
い
う
言
葉
を
使
っ
た
。
睿
宗

帝
は
李
隆
基
を
皇
太
子
に
す
る
詔
の
中
で
「
爰
符
二

立
レ

季
之
典
一

」（
季
歴

を
王
と
し
て
立
つ
典
拠
に
相
応
し
い
意
（
と
い
う
言
葉
を
使
っ
た
。
ま

た
、
李
憲
が
病
没
し
た
後
、
玄
宗
帝
は
彼
を
哀
悼
す
る
文
章
の
中
で
「
能

以
レ

位
讓
、
爲
二

呉
太
伯
一

」
と
い
う
例
え
を
使
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
玄
宗

帝
と
李
憲
の
兄
弟
関
係
を
周
の
季
歴
と
太
伯
兄
弟
に
喩
え
る
こ
と
は
、
唐

の
皇
室
及
び
そ
の
臣
下
の
間
で
、
す
で
に
暗
黙
の
了
解
と
な
っ
た
の
で
あ

る
。

　

こ
の
考
え
方
に
基
づ
き
、
改
め
て
『
初
学
記
』
の
「
田
真
説
話
」
の
改

作
を
見
れ
ば
、
編
者
は
陸
機
の
「
三
荊
」
に
つ
い
て
の
本
当
の
典
拠
（
太

伯
兄
弟
の
話
（
を
意
識
し
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
そ
の
改
作
を
行
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
民
間
の
兄
弟
に
つ
い
て
の
話
に
、
当
時

の
天
子
を
誉
め
称
え
る
言
葉
を
載
せ
る
こ
と
は
、
非
礼
な
こ
と
で
あ
る
と

も
言
え
る
。

　
「
三
荊
」
の
典
拠
は
、
唐
の
文
人
た
ち
に
よ
っ
て
意
識
的
に
改
作
さ
れ
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た
と
す
る
仮
説
の
も
と
、
唐
の
政
治
事
情
と
合
せ
、
改
め
て
唐
代
に
入
っ

て
か
ら
の
三
つ
の
改
作
段
階
を
分
析
す
る
と
、
以
下
の
よ
う
に
考
え
ら
れ

る
。

　

李
善
の
『
文
選
注
』
は
、
高
宗
帝
李
治
に
進
呈
し
た
書
物
で
あ
る
。
高

宗
帝
の
父
、
太
宗
帝
李
世
民
は
皇
太
子
で
あ
る
兄
を
殺
害
し
、
父
に
迫
っ

て
皇
位
を
譲
ら
せ
た
（
玄
武
門
の
変
（。
そ
の
こ
と
を
憚
っ
て
、
李
善
は

「
三
荊
」
の
典
拠
を
「
古
上
留
田
行
」
と
言
い
出
し
、
民
間
の
兄
弟
の
話

に
変
え
た
。
そ
の
話
の
内
容
も
、
兄
が
弟
を
虐
め
る
話
と
な
っ
た
。

　

玄
宗
帝
治
世
の
時
代
と
な
り
、
玄
宗
帝
の
皇
位
は
兄
の
李
憲
か
ら
譲
ら

れ
た
も
の
で
あ
り
、
玄
宗
帝
も
兄
に
対
し
て
感
謝
の
意
を
明
確
に
示
し

た
。
従
っ
て
、
開
元
六
年
（
七
一
八
年
（
に
玄
宗
帝
に
進
呈
し
た
『
五
臣

集
注
文
選
』
の
劉
良
注
で
は
、「
三
荊
」
の
典
拠
は
、「
田
真
説
話
」
に
変

更
さ
れ
、
兄
弟
和
睦
の
要
を
説
く
よ
う
に
改
作
を
行
っ
た
。
更
に
皇
子
た

ち
の
た
め
の
教
科
書
と
さ
れ
る
『
初
学
記
』
の
「
田
真
説
話
」
に
は
、
玄

宗
帝
が
兄
弟
の
絆
を
重
ん
じ
る
情
を
誉
め
称
え
る
た
め
に
、「
花
」
と
い

う
要
素
が
加
え
ら
れ
た
の
で
あ
（
11
（

る
。

五
、
後
世
に
お
け
る
「
田
真
説
話
」
の
受
容

　

唐
末
五
代
・
前
蜀
の
著
名
な
詩
画
僧
貫
休
（
八
三
二
年
～
九
一
二
年
（

は
、
詩
集
『
禅
月
集
』（
巻
（
11
（

一
（
に
、「
上
留
田
」
と
い
う
詩
作
を
残
し
て

い
る
。「
父
不
レ

父
、
兄
不
レ

兄
。
上
留

（
11
（

田
、
蝥
蠈
生
。
徒
陟
レ

崗
、
涙

崢
（
11
（

嶸
。
我
欲
レ

使
三

諸
凡
鳥
雀
、
盡
変
二

爲
鶺

（
11
（

鴒
一。
我
欲
レ

使
三

諸
凡
草
木
、

盡
変
二

爲
田

（
11
（

荊
一。
鄰
人
歌
、
鄰
人

（
11
（

歌
。
古
風
清
、
清
風

（
11
（

生
。」
傍
線
部
と
注

釈
の
資
料
を
参
照
す
る
と
、
貫
休
も
「
田
真
説
話
」
に
つ
い
て
の
改
作
事

情
を
読
み
解
け
た
一
人
と
判
断
で
き
る
。
少
な
く
と
も
、
楊
烱
の
「
従
弟

去
盈
墓
志
銘
」
及
び
貫
休
の
「
上
留
田
」
と
い
う
詩
作
を
見
る
限
り
、
唐

代
以
降
に
「
三
荊
」
を
兄
弟
の
離
別
を
悲
し
む
意
と
、「
田
荊
」
を
兄
弟

の
和
睦
を
説
く
意
に
使
い
分
け
る
傾
向
が
窺
え
る
。

　
「
紫
荊
樹
樹
花
如
レ

錦
、
方
信
春
風
無
二

浅
深
一。」（『
全
宋
詩
』
巻
三
三
五

八
・
陳
著
四
「
宜
晩
小
酌
二
首
・
其
（
1（
（

一
」（。「
摩
拊
紫
荊
樹
、
攀
縁
常
棣

華
。」（『
全
元
詩
』
十
七
・
曹
伯
啓
「
用
二

賈
公
儼
韻
一

寿
二

何
仲
（
11
（
礼
一

」（。

こ
の
二
首
は
「
花
」、「
常
棣
華
」
と
い
う
言
葉
が
見
ら
れ
、
詩
意
か
ら
見

て
も
兄
弟
和
睦
を
説
く
詩
作
な
の
で
、『
初
学
記
』
の
「
田
真
説
話
」
か

ら
影
響
を
受
け
た
と
考
え
ら
れ
る
。「
風
吹
紫
荊
樹
、
色
与
二

春
庭
一

暮
。

花
落
辞
二

故
枝
一、
風
回
返
無
レ

処
。」（『
全
唐
詩
』
巻
二
一
七
・
杜
甫
「
得
二

舎
弟
消
息
一

」（。「
沙
晩
鶺
鴒
寒
、
風
吹
紫
荊
樹
。」（『
全
宋
詩
』
巻
三
六

〇
〇
・
文
天
祥
六
「
弟
第
一
五
三
」（。「
眼
前
有
レ

此
紫
荊
樹
、
何
時
重
過

西
州
路
。」（『
全
元
詩
』
二
九
・
馬
祖
常
「
何
仲
博
家
棣
韡
堂
」（。
杜

甫
、
文
天
祥
、
馬
祖
常
の
詩
作
に
「
花
」、「
鶺
鴒
」
や
「
棣
韡
」
と
い
う

言
葉
が
見
ら
れ
、『
初
学
記
』
の
「
田
真
説
話
」
を
意
識
し
て
い
る
と
判

断
で
き
る
が
、
詩
意
か
ら
見
れ
ば
、
兄
弟
の
生
き
別
れ
を
悲
し
む
詩
作
で

あ
る
。「
君
家
元
有
紫
荊
樹
、
一
枝
両
枝
枯
或
妍
。」（『
全
宋
詩
』
巻
三
七

〇
九
・
陸
文
圭
二
「
送
二

仲
華
葛
兄
一

」（。「
悶
対
亭
前
紫
荊
樹
、
同
根
那

得
却
相
離
。」（『
全
明
詩
』
巻
五
六
・
劉
基
五
「
感
懐
二
首
・
其
（
11
（

一
」（。

「
庭
前
紫
荊
樹
、
何
日
再
芬
芳
。」（『
全
唐
詩
』
巻
二
六
二
・
竇
蒙
「
題
二

弟
暨
述
書
賦
後
一

」（。
こ
の
三
首
は
兄
弟
と
の
離
別
、
或
い
は
死
別
が
詠

ま
れ
る
詩
作
で
あ
る
。「
更
笑
田
家
紫
荊
樹
、
毎
随
二

人
意
一

作
二

枯
栄
一。」

（『
全
宋
詩
』
巻
二
四
三
八
・
陳
造
十
七
「
題
二

椿
桂
堂
四
首
一

・
其

三
」（。「
而
況
交
柯
紫
荊
樹
、
東
枝
憔
悴
西
枝
栄
。」（『
全
宋
詩
』
巻
三
二

三
〇
・
高
斯
得
二
「
読
二

梅
福
伝
一

有
レ

感
」（。「
不
レ

独
一
斗
栗
、
謡
レ

之
漢
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西
都
。
不
レ

独
紫
荊
樹
、
乃
為
二

田
真
一

枯
。」（『
全
元
詩
』
二
七
・
丁
復

「
網
二

魚
苗
一

図
為
二

戈
伯
敬
一

題
」（。
こ
の
三
首
は
と
も
に
李
白
の
「
上
留

田
行
」
を
踏
ま
え
た
詩
作
で
あ
り
、
唐
代
の
「
田
真
説
話
」
に
つ
い
て
の

改
作
事
情
を
あ
る
程
度
に
理
解
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

　

平
安
時
代
中
期
の
軍
記
物
語
で
あ
る
『
将
門
記
』
に
は
、
こ
う
記
す
。

「
或
乍
レ

生
迷
二

親
子
一

而
求
レ

山
問
レ

川
。
或
乍
レ

惜
離
二

夫
婦
一

而
内
訪
外

尋
。
非
レ

鳥
暗
成
二

四
鳥
之
別
一。
非
レ

山
徒
懐
二

三
荊
之
悲
一。」（「
平
貞
盛
等

の
論
功
行
（
11
（

賞
」（。
そ
の
中
に
「
三
荊
」
は
「
四
鳥
」
と
対
の
概
念
と
し
て

使
わ
れ
て
い
る
の
で
、
陸
機
の
「
豫
章
行
」
を
踏
ま
え
た
こ
と
は
明
白
で

あ
る
。
ま
た
、
夫
婦
の
生
き
別
れ
に
喩
え
ら
れ
て
い
る
の
で
、
兄
弟
の
和

睦
を
説
く
「
五
臣
注
」
や
『
初
学
記
』
な
ど
の
注
釈
書
よ
り
、
離
別
を
悲

し
む
と
解
釈
す
る
『
楽
府
古
題
要
（
11
（
解
』（
六
七
〇
年
～
七
四
九
年
の
間
に

成
立
（
関
係
の
注
釈
書
を
参
考
し
た
可
能
性
が
高
い
。

　

江
戸
に
お
け
る
幕
末
維
新
期
を
代
表
す
る
漢
詩
人
で
あ
る
大
沼
枕
山

（
文
化
十
五
年
〈
一
八
一
八
〉～
明
治
二
四
年
〈
一
八
九
一
〉（
に
も
こ
う

記
す
。「
紫
荊
依
レ

旧
著
レ

花
繁
、
兄
弟
斯
中
至
楽
存
。
一
樹
多
情
分
不
レ

得
、
寧
知
冨
貴
煮
二

同
根
一。」（『
枕
山
詩
（
11
（

鈔
』「
三
編
巻
之
下
・
田
真
兄
弟

図
」（。
彼
の
詩
作
に
お
い
て
「
田
真
説
話
」
が
兄
弟
和
睦
を
説
く
話
と
認

識
さ
れ
、『
初
学
記
』
か
ら
の
影
響
が
強
く
見
ら
れ
る
。

六
、
お
わ
り
に

　

本
稿
は
南
朝
・
梁
の
『
続
斉
諧
記
』
の
「
田
真
説
話
」
と
唐
代
の
類
書

『
芸
文
類
聚
』
に
収
録
さ
れ
る
「
荊
樹
連
陰
説
話
」
を
同
じ
唐
代
の
類
書

で
あ
る
『
初
学
記
』
に
見
ら
れ
る
テ
キ
ス
ト
と
内
容
の
比
較
を
し
、『
初

学
記
』
の
「
田
真
説
話
」
の
改
作
事
情
を
明
ら
か
に
し
た
。
ま
ず
『
芸
文

類
聚
』
と
『
初
学
記
』
の
「
荊
樹
連
陰
説
話
」
の
本
文
を
比
較
し
、『
初

学
記
』
は
類
書
と
し
て
辞
書
の
性
格
を
持
ち
な
が
ら
、
典
拠
を
忠
実
に
記

録
す
る
の
で
は
な
く
、
読
書
の
皇
子
た
ち
を
想
定
し
な
が
ら
編
集
さ
れ
た

特
徴
を
指
摘
し
た
。
次
に
『
続
斉
諧
記
』
と
『
初
学
記
』
の
「
田
真
説

話
」
の
本
文
を
比
較
し
、『
初
学
記
』
が
「
田
真
説
話
」
に
「
花
」
や

「
兄
弟
孔
懐
」
と
い
う
『
詩
経
』
の
「
小
雅
・
常
棣
」
か
ら
由
来
す
る
言

葉
を
加
え
る
こ
と
を
通
し
て
、
兄
弟
和
睦
と
い
う
要
素
を
取
り
入
れ
た
こ

と
を
論
証
し
た
。
ま
た
、
そ
の
加
え
ら
れ
た
「
花
」
に
つ
い
て
の
更
な
る

考
察
を
通
し
て
、『
初
学
記
』
の
「
田
真
説
話
」
は
玄
宗
帝
の
友
悌
愛
を

称
え
る
た
め
に
、
臣
下
に
よ
っ
て
改
作
さ
れ
た
可
能
性
を
提
示
し
た
。

　

結
論
と
し
て
、
西
晋
・
陸
機
の
「
豫
章
行
」
の
「
三
荊
」
の
典
拠
は
、

周
の
太
伯
兄
弟
が
お
互
い
に
国
を
譲
る
話
で
あ
る
。
唐
の
政
治
事
情
に
よ

り
、
李
善
は
高
宗
帝
李
治
に
進
呈
し
た
「
文
選
注
」
に
お
い
て
、
玄
武
門

の
変
を
憚
っ
て
、「
三
荊
」
の
典
拠
を
「
古
上
留
田
行
」
と
言
い
出
し
、

民
間
の
兄
が
弟
を
虐
め
る
話
に
変
え
た
。
後
に
兄
に
皇
位
を
譲
ら
れ
た
玄

宗
帝
の
治
世
に
入
り
、
玄
宗
帝
の
臣
下
で
あ
る
劉
良
た
ち
は
進
上
し
た

「
五
臣
注
」
の
「
三
荊
」
の
典
拠
を
「
田
真
説
話
」
に
変
更
し
、
兄
弟
和

睦
を
説
く
よ
う
に
改
作
を
行
っ
た
。
更
に
皇
子
た
ち
の
た
め
の
教
科
書
と

さ
れ
る
『
初
学
記
』
の
「
田
真
説
話
」
に
は
、
玄
宗
帝
が
兄
弟
の
絆
を
重

ん
じ
る
情
を
称
え
る
た
め
に
、「
花
」
と
い
う
要
素
が
加
え
ら
れ
た
の
で

あ
る
。

　

後
の
『
注
好
選
』
や
『
今
昔
物
語
集
』、
嵯
峨
本
『
二
十
四
孝
』
の

「
田
真
説
話
」
を
は
じ
め
、
殆
ど
の
写
本
及
び
刊
本
の
「
田
真
説
話
」
に

「
花
」
と
い
う
要
素
が
見
ら
れ
る
。『
楽
府
古
題
要
解
』
関
係
の
注
釈
書

か
ら
影
響
を
受
け
た
と
考
え
ら
れ
る
『
将
門
記
』
に
は
、
離
別
を
悲
し
む
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典
拠
と
し
て
「
三
荊
」
が
使
わ
れ
た
が
、
幕
末
維
新
期
を
代
表
す
る
漢
詩

人
で
あ
る
大
沼
枕
山
の
詩
作
「
田
真
兄
弟
図
」
か
ら
見
る
と
、
兄
弟
和
睦

を
説
く
『
初
学
記
』
の
「
田
真
説
話
」
は
後
世
に
与
え
る
影
響
が
大
き
く

な
っ
た
と
判
断
で
き
る
。
こ
の
よ
う
に
『
初
学
記
』
は
『
芸
文
類
聚
』
と

双
璧
を
な
す
唐
代
の
類
書
で
あ
り
、
影
響
力
の
あ
る
書
物
で
あ
っ
た
の
で

あ
る
。

　

今
後
は
『
初
学
記
』
と
、
中
国
で
す
で
に
逸
書
と
な
り
、
日
本
に
残
さ

れ
る
零
本
二
巻
（
写
本
（
が
国
宝
に
指
定
さ
れ
て
い
る
『
琱
玉
集
』
と
の

相
関
関
係
、「
田
真
説
話
」
の
草
子
物
の
変
遷
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
研
究

を
深
め
て
い
き
た
い
。

 

注（（
（　

大
島
建
彦
氏
に
「
こ
の
一
編
は
直
接
に
孝
行
に
関
す
る
も
の
と
は
い
え
な

い
。」（『
御
伽
草
子
集
』「
二
十
四
孝
」
三
二
三
頁　

頭
注
一
一　

日
本
古
典
文

学
全
集
三
六　

小
学
館　

昭
和
四
九
年
（、
市
古
貞
次
氏
に
「
中
に
は
田
真
・

田
廣
・
田
慶
の
遺
産
分
配
に
絡
ま
る
話
の
や
う
に
親
孝
行
談
と
い
ひ
難
い
も
の

も
あ
る
が
」（『
中
世
小
説
の
研
究
』
五
章
二　

三
二
〇
頁　

東
京
大
学
出
版
会

　

一
九
八
一
年
（、
黒
田
彰
氏
に
「
荊
樹
連
陰
の
故
事
が
古
来
、
孝
子
伝
或
い

は
、
二
十
四
孝
の
一
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
（
略
（
聊
か
理
解
し
に

く
い
面
が
あ
る
。」（『
孝
子
伝
の
研
究
』
三
九
三
頁　

思
文
閣
出
版　

二
〇
〇

一
年
（、
金
文
京
氏
に
「
田
真
三
兄
弟
の
話
は
、「
二
十
四
孝
」
に
入
っ
て
は
い

る
も
の
の
、
実
は
親
孝
行
で
は
な
く
兄
弟
愛
に
か
か
わ
る
。」（「『
孝
行
録
』
の

「
明
達
売
子
」
に
つ
い
て
―「
二
十
四
孝
」
の
問
題
点
―
」『
汲
古
』
一
五　

平

成
元
年
六
月
（
な
ど
の
意
見
が
見
ら
れ
る
。

（
（
（　

柳
瀬
喜
代
志
「「
三
荊
」
故
事
源
流
考
」『
学
術
研
究
』
国
語
・
国
文
学
編
第

三
一
号　

早
稲
田
大
学
教
育
学
部　

一
九
八
二
年
、
黒
田
彰
『
孝
子
伝
の
研

究
』
思
文
閣
出
版　

二
〇
〇
一
年
、
徳
田
進
『
孝
子
説
話
集
の
研
究
―
二
十
四

孝
を
中
心
に
―
』
井
上
書
房　

一
九
六
三
年
を
参
照
。

（
（
（　

原
卓
志
「
色
葉
字
類
抄
に
お
け
る
類
書
の
受
容
」
広
島
大
学
文
学
部
紀
要
四

四　

一
九
八
四
年
。

（
（
（　

唐
・
歐
陽
詢
撰
『
芸
文
類
聚
』
汪
紹
楹
校　

上
海
古
籍
出
版
社　

一
九
九
九

年
。
尚
、
読
解
の
便
宜
を
図
っ
て
、
一
部
の
資
料
に
字
体
の
変
更
・
傍
線
・
句

読
訓
点
を
施
し
た
箇
所
が
あ
る
。

（
（
（　

唐
・
徐
堅
等
撰
『
初
学
記
』s（ s. n.

一
九
六
一
年
。

（
6
（　

高
木
正
一
訳
註
『
鍾
嶸
詩
品
』（
東
海
大
学
出
版
会　

一
九
七
八
年
（
に

「
其
源
出
二

於
陳
思
一

」（
巻
上
〈
上
品
〉・〈
晋
〉
陸
機
（
を
参
照
。

（
（
（　

南
朝
・
宋
・
劉
義
慶
『
世
説
新
語
』（
目
加
田
誠　

新
釈
漢
文
大
系
第
七
六

巻　

明
治
書
院　

一
九
七
五
年
（
に
「
文
帝
嘗
令
二

東
阿
王
七
歩
中
作
一レ

詩
、

不
レ

成
者
行
二

大
法
一。
応
レ

声
便
為
レ

詩
曰
、
煮
レ

豆
持
作
レ

羹
、
漉
レ

豉
以
為
レ

汁
。

萁
在
二

釜
下
一

燃
、
豆
在
二

釜
中
一

泣
。
本
自
二

同
根
一

生
、
相
煎
何
太
急
。
帝
深

有
二

慙
色
一。」（
文
学
第
四
・
六
六
（。

（
（
（　

本
詩
は
早
く
に
『
世
説
新
語
』
に
見
え
、
曹
植
自
身
の
作
で
は
な
い
と
い
う

謂
れ
が
あ
る
が
、
広
く
流
布
し
て
い
る
。（
川
合
康
三
『
曹
操
・
曹
丕
・
曹
植

詩
文
選
』
岩
波
書
店　

二
〇
二
二
年　

四
〇
四
頁
（。

（
（
（　

唐
・
劉
肅
撰
『
大
唐
新
語
』（
唐
宋
史
料
筆
記
叢
刊　

中
華
書
局　

一
九
八

四
年
（「
玄
宗
謂
二

張
説
一

曰
、
兒
子
等
欲
レ

学
レ

綴
レ

文
、
須
検
事
及
看
二

文
体
一、

御
覧
之
輩
、
部
帙
既
大
、
尋
討
稍
難
、
卿
與
二

諸
学
士
一

撰
集
二

要
事
並
要
文
一、

以
レ

類
相
従
、
務
レ

取
二

省
便
一、
令
三

兒
子
等
易
レ

見
二

成
就
一

也
、
説
與
二

徐
堅
韋
述

等
一

編
レ

此
進
上
、
詔
以
二

初
学
記
一

爲
レ

名
」（
巻
之
九
・
著
述
第
十
九
（。

（
（0
（　

柳
瀬
喜
代
志
「
琱
玉
集
に
つ
い
て
」『
学
術
研
究
』
国
語
・
国
文
学
編
第
二

五
号　

早
稲
田
大
学
教
育
学
部　

一
九
七
六
年
。

（
（（
（　

梁
・
呉
均
撰
『
続
斉
諧
記
』
増
訂
漢
魏
叢
書
載
籍
第
七
一
冊　

清
・
王
謨
輯

　

乾
隆
五
七
年
序
刊
。

（
（（
（　

唐
・
李
善
注
『
文
選
』（
中
華
書
局　

一
九
七
七
年
（
の
「
三
荊
歓
レ

同
レ

株
、
四
鳥
悲
レ

異
レ

林
」（「
巻
二
八
・
楽
府
下
・
陸
機
楽
府
十
七
首
・
豫
章
行
」（

を
参
照
。

（
（（
（　

諸
橋
轍
次
『
大
漢
和
辞
典
』（
大
修
館
書
店　

二
〇
〇
七
年
（
に
「
華　

は

な
。
草
木
の
花
の
總
稱
。
又
、
特
に
木
に
華
と
い
ひ
、
草
に
榮
と
い
ふ
。
も
と

に
䔢
に
作
る
。〔
爾
雅
、
釋
草
〕
華
、
荂
也
、
華
荂
、
榮
也
、
木
謂
二

之
華
一、



─（（─

草
謂
二

之
榮
一。〔
説
文
通
訓
定
聲
〕（
略
（
開
花
謂
二

之
華
一、
云
云
、
華
雖
レ

从
レ

艸
、
亦
草
木
之
通
名
矣
。」、「
花　

は
な
。
䔢
・
華
に
同
じ
。〔
正
字
通
〕

花
、
本
作
レ

䔢
、
俗
作
レ

華
、
省
作
レ

花
。
草
木
の
は
な
の
總
稱
。」
を
参
照
。

（
（（
（　
『
五
臣
集
注
文
選
』
景
印
宋
本
「
巻
十
四
・
楽
府
・
豫
章
行
」（
梁
・
簫
統
編

　

唐
・
呂
延
濟
、
劉
良
、
張
銑
、
呂
向
、
李
周
翰
注　

台
北
国
立
中
央
図
書
館

　

一
九
八
一
年
（
に
「
三
荊
歓
レ

同
レ

株　

良
曰
、
三
荊
、
三
枝
共
本
也
。
昔
有
二

田
廣
田
真
田
慶
兄
弟
三
人
一、
将
別
、
無
二

以
分
一。
明
日
欲
レ

分
二

庭
有
荊
樹
一。
荊

樹
経
レ

宿
萎
黄
。
乃
相
謂
曰
、
荊
樹
尚
然
、
況
我
兄
弟
乎
。
遂
不
レ

分
。
荊
復
悦

茂
。
故
云
歓
レ

同
レ

株
。」
を
参
照
。

（
（（
（　
『
磐
溪
廿
四
孝
賛
』
梧
溪
叢
書
写
本
一
冊　

仙
台
市
民
図
書
館
所
蔵　

国
文

研
函
号
六
三　

一
六
‒
二
。

（
（6
（　

柳
瀬
喜
代
志　

矢
作
武
『
琱
玉
集
注
釋
』
汲
古
書
院　

一
九
八
五
年
。

（
（（
（　

宋
・
李
昉
等
奉
勅
纂
『
太
平
御
覧
』
台
湾
商
務
印
書
館　

一
九
六
八
年
。

（
（（
（　

元
・
胡
炳
文
『
純
正
蒙
求
』
江
戸
出
雲
寺
萬
次
郎
刊　

一
八
〇
四
年
。

（
（（
（　

元
・
郭
居
敬
『
新
刊
全
相
二
十
四
孝
詩
選
』
禿
氏
祐
祥
（
複
製
（
全
国
書
房

　

一
九
四
六
年
。

（
（0
（　

馬
淵
和
夫　

小
泉
弘　

今
野
達
校
注
『
三
宝
絵　

注
好
選
』
新
日
本
古
典
文

学
大
系
三
一　

岩
波
書
店　

一
九
九
七
年
。

（
（（
（　

小
峯
和
明
校
注
『
今
昔
物
語
集
』
二　

新
日
本
古
典
文
学
大
系
三
四　

岩
波

書
店　

一
九
九
九
年
。

（
（（
（　
『
加
言
二
十
四
孝
』
巻
子
本
一
軸　

手
柄
岡
持
自
筆　

国
文
研
四
孝
文
庫
四

‒
八
。

（
（（
（　

国
文
研
の
四
孝
文
庫
、
国
立
国
会
図
書
館
、
早
稲
田
大
学
古
典
籍
総
合
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
を
参
照
。

（
（（
（　
『
初
学
記
』
巻
第
十
七
・
友
悌
第
五
「
棣
華　

荊
葉
」
の
条
に
「
棣
華　

毛

詩
曰
、
棠
棣
之
華
、
鄂
不
二

韡
韡
一。
凡
今
之
人
、
莫
レ

如
二

兄
弟
一。
死
喪
之
威
、

兄
弟
孔
懐
。」
を
参
照
。

（
（（
（　

石
川
忠
久
『
詩
経
』
新
釈
漢
文
大
系
第
一
一
一
巻　

明
治
書
院　

一
九
九
八

年
。

（
（6
（　
『
文
心
雕
龍
』（
南
朝
・
劉
勰
著　

戸
田
浩
暁　

新
釈
漢
文
大
系
第
六
五
巻　

明
治
書
院　

一
九
七
八
年
（「
陸
機
才
欲
レ

窺
レ

深
、
辞
務
レ

索
レ

広
。
故
思
能
入
レ

巧
、
而
不
レ

制
レ

繁
。」（「
巻
十
・
才
略
第
四
七
」（。

（
（（
（　

唐
・
楊
烱
撰
『
楊
盈
川
集
』
上
海
涵
芬
楼　

江
南
図
書
館
蔵
明
童
氏
刊
本　

民
国
年
間
（
一
九
一
二
年
～
一
九
四
八
年
（。

（
（（
（　

清
・
彭
定
求
編
『
全
唐
詩
』
中
華
書
局　

一
九
六
〇
年
。
尚
、
訓
読
は
大
野

實
之
助
の
『
李
太
白
詩
歌
全
解
』（
早
稲
田
大
学
出
版
部　

一
九
八
〇
年
（
を

参
照
し
た
。

（
（（
（　

李
善
注
『
文
選
』
の
「
三
荊
歓
レ

同
レ

株　

古
上
留
田
行
曰
。
出
是
上
獨
西

門
。
三
荊
同
一
根
生
。
一
荊
断
絶
不
レ

長
。
兄
弟
有
二

両
三
人
一。
小
弟
塊
摧
獨

貧
。」（「
巻
二
八
・
楽
府
下
・
陸
機
楽
府
十
七
首
・
豫
章
行
」（
を
参
照
。

（
（0
（　

明
・
馮
惟
訥
輯
『
詩
紀
』（
聚
錦
堂
蔵
版　

萬
歴
（
の
「
古
今
注
曰
、
上
留

田
、
地
名
也
。
其
地
人
有
下

父
母
死
不
レ

字
二

其
孤
弟
一

者
上、
隣
人
爲
二

其
弟
一

作
二

悲

歌
一、
以
風
二

其
兄
一。
楽
府
廣
題
曰
、
葢
漢
世
人
也
。」（「
漢
第
七
、
詩
紀
十
七
、

楽
府
古
辞
、
雑
曲
歌
辞
・
上
留
田
行
」（
を
参
照
。

（
（（
（　
『
詩
経
』「
小
雅
・
常
棣
」
の
「
脊
令
在
レ

原
、
兄
弟
急
レ

難
」
を
参
照
。

（
（（
（　

宇
野
精
一
『
孔
子
家
語
』（
明
治
書
院　

一
九
九
六
年
（
の
「
四
鳥
説
話
」

を
参
照
。「
孔
子
在
レ

衛
。
昧
旦
晨
興
。
顔
回
侍
レ

側
。
聞
二

哭
者
之
声
甚
哀
一。
子

曰
、
回
、
汝
知
二

此
何
所
㆒レ

哭
乎
。
対
曰
、
回
以
此
哭
声
非
下

但
為
二

死
者
一

而

已
上、
又
有
二

生
離
別
一

者
也
。
子
曰
、
何
以
知
レ

之
。
対
曰
、
回
聞
、
桓
山
之
鳥

生
二

四
子
一

焉
。
羽
翼
既
成
、
将
分
レ

于
二

四
海
一。
其
母
悲
鳴
而
送
レ

之
。
哀
声
有
レ

似
レ

於
レ

此
。
謂
二

其
往
而
不
一レ

返
也
。
回
窃
以
二

音
類
一

而
知
レ

之
。
孔
子
使
三

人

問
二

哭
者
一。
果
曰
、
夫
死
家
貧
。
売
レ

子
以
葬
、
與
レ

之
長
決
。
子
曰
、
回
也
、

善
レ

於
レ

識
レ

音
矣
。」（「
巻
五
・
顔
回
十
八
」（。

（
（（
（　
『
続
斉
諧
記
』
の
「
田
真
説
話
」
を
参
照
。

（
（（
（　
『
分
類
補
註
李
太
白
詩（
一
（』（〈
巻
三
・
楽
府
・
上
留
田
行
・
元
・
蕭
士
贇

注
〉
芳
村
弘
道
解
題　

尊
経
閣
文
庫
蔵　

汲
古
書
院　

二
〇
〇
五
年
（、『
李
杜

詩
通
』（
明
・
胡
震
亨
輯　

東
洋
文
庫
蔵　

永
暦
四
年
〈
一
六
五
〇
年
〉
刊

本
（、『
重
訂
唐
詩
別
裁
集
』（
清
・
沈
徳
潜
選　

小
酉
山
房　

清
乾
隆
二
八
年

〈
一
七
六
三
年
〉
序
（、『
御
選
唐
宋
詩
醇
』（
清
高
宗
勅
選　

公
益
會　

清
光

緒
三
年
〈
一
八
七
七
年
〉（、『
李
太
白
詩
歌
全
解
』（
大
野
實
之
助　

早
稲
田
大

学
出
版
部　

一
九
八
〇
年
（
な
ど
を
参
照
。

（
（（
（　

鎌
田
正
『
春
秋
左
氏
伝
』
三　

新
釈
漢
文
大
系
第
三
二
巻　

明
治
書
院　

一



─（（─

九
七
七
年
。

（
（6
（　

水
沢
利
忠
『
史
記
』
八
列
伝
一　

新
釈
漢
文
大
系
第
八
八
巻　

明
治
書
院　

一
九
九
〇
年
。

（
（（
（　

吉
田
賢
抗
『
史
記
』
五
世
家
上　

新
釈
漢
文
大
系
第
八
五
巻　

明
治
書
院　

一
九
七
七
年
。

（
（（
（　

青
木
五
郎
『
史
記
』
十
二
列
伝
五　

新
釈
漢
文
大
系
第
九
二
巻　

明
治
書
院

　

二
〇
〇
七
年
。

（
（（
（　
『
史
記
』「
巻
六
一
・
伯
夷
列
伝
第
一
」
の
「
孔
子
序
列
三

古
之
仁
聖
賢
人
、

如
二

呉
太
伯
・
伯
夷
之
倫
一

詳
矣
。」、「
巻
三
一
・
呉
太
伯
世
家
第
一
」
に
「
太

史
公
曰
、
孔
子
言
、
太
伯
可
レ

謂
二

至
徳
一

矣
。
三
以
二

天
下
一

讓
、
民
無
二

得
而
称
一レ

焉
。
余
読
二

春
秋
古
文
一、
乃
知
下

中
国
之
虞
與
二

荊
蛮
句
呉
一

兄
弟
上

也
。
延
陵
季

子
之
仁
、
心
慕
レ

義
無
レ

窮
、
見
レ

微
而
知
二

清
濁
一。
嗚
呼
、
又
何
其
閎
覽
博
物
君

子
也
。」
を
参
照
。

（
（0
（　
「
唐
睿
宗
五
子
列
レ

第
二

東
都
一、
号
二

五
王
子
宅
一。
時
玄
宗
爲
二

太
子
一、
製
二

長
枕

大
被
一、
與
二

諸
王
一

共
レ

之
。
後
於
宮
西
置
二

花
萼
相
輝
之
楼
一、
取
下

棣
萼
宴
二

兄

弟
一

之
義
上。
時
一
登
レ

之
、
必
召
與
同
レ

榻
、
賦
レ

詩
宴
嬉
。
世
謂
天
子
友
悌
、
古

無
二

有
者
一。
帝
於
敦
睦
天
性
然
也
。
時
有
二

鶺
鴒
千
数
一

集
二

麟
徳
殿
庭
樹
一、
翔
棲

浹
レ

日
」（『
純
正
蒙
求
』「
玄
宗
棣
華
」（。

（
（（
（　
『
唐
書
』（
北
宋
・
宋
祁
、
欧
陽
修
、
範
鎮
、
呂
夏
卿
な
ど
撰　

長
澤
規
矩
也

解
題　

汲
古
書
院　

一
九
七
〇
年
（「
讓
皇
帝
憲
、
始
王
二

永
平
一。
文
明
元
年
、

武
后
以
二

睿
宗
一

爲
二

皇
帝
一、
故
憲
立
爲
二

皇
太
子
一。  

睿
宗
降
爲
二

皇
嗣
一、
更
册

爲
二

皇
孫
一、
與
二

諸
王
一

皆
出
レ

閤
、
開
レ

府
置
二

官
属
一。（
略
（
睿
宗
将
建
二

東
宮
一、

以
下

憲
嫡
長
、
又
嘗
爲
二

太
子
一、
而
楚
王
有
中

大
功
上、
故
久
不
レ

定
。
憲
辞
曰
、
儲

副
、
天
下
公
器
、
時
平
則
先
レ

嫡
、
国
難
則
先
レ

功
、
重
二

社
稷
一

也
。
使
付
授

非
レ

宜
、
海
内
失
望
、
臣
以
レ

死
請
。
因
涕
泣
固
讓
。
時
大
臣
亦
言
、
楚
王
有
下

定
二

社
稷
一

功
上、
且
聖
庶
抗
レ

嫡
、
不
二

宜
更
一レ

議
。
帝
嘉
二

憲
讓
一、
遂
許
レ

之
、
立

二

楚
王
一

爲
二

皇
太
子
一

（
略
（
初
、
帝
五
子
列
レ

第
二

東
都
積
善
坊
一、
号
二

五
王
子

宅
一。（
略
（
玄
宗
爲
二

太
子
一、
嘗
製
二

大
衾
長
枕
一、
将
與
二

諸
王
一

共
レ

之
。
睿
宗

知
、
喜
甚
（
略
（
天
子
於
宮
西
、
南
置
レ

楼
、
其
西
署
曰
花
萼
相
輝
之
楼
（
略
（

帝
時
時
登
之
、
聞
二

諸
王
作
一レ

楽
、
必
亟
召
レ

升
レ

楼
、
與
同
榻
坐
、
或
就
幸
レ

第
、
賦
レ

詩
燕
嬉
、
賜
二

金
帛
一

侑
歓
（
略
（
世
謂
天
子
友
悌
、
古
無
二

有
者
一。
帝

於
敦
睦
蓋
天
性
然
、
雖
三

讒
邪
乱
二

其
間
一、
而
卒
無
二

以
揺
一。
時
有
二

鶺
鴒
千
数
一、

集
二

麟
徳
殿
庭
樹
一、
翔
棲
浹
レ

日
。
左
清
道
率
二

府
長
史
魏
光
乗
一

作
レ

頌
、
以
爲
二

天
子
友
悌
之
祥
一。
帝
喜
、
亦
爲
作
レ

頌
。
憲
尤
謹
畏
、
未
嘗
干
レ

政
而
與
レ

人

交
、
帝
亦
信
重
（
略
（
憲
嘗
請
歳
盡
録
二

賜
目
一

付
二

史
官
一、
必
数
百
紙
（
略
（

薨
、
年
六
十
三
。（
略
（
帝
以
レ

憲
実
推
二

天
下
一、
有
二

高
世
之
行
一、
非
二

大
号
一

不
レ

称
、
乃
追
諡
二

讓
皇
帝
一

」（「
巻
八
一
・
列
伝
第
六
・
三
宗
諸
子
・
讓
皇
帝
憲
」（。

（
（（
（　
『
旧
唐
書
』（
後
晋
・
劉
昫
等
撰　

中
華
書
局　

一
九
七
五
年
（「（
睿
宗
（
乃

下
レ

制
曰
、
左
衛
大
将
軍
、
宋
王
成
器
、
朕
之
元
子
、
当
践
二

副
君
一、
以
二

隆
基
一

有
二

社
稷
大
功
一、
人
神
僉
属
、
由
是
朕
前
懇
讓
、
言
在
必
行
、
天
下
至
公
、
誠

不
レ

可
レ

奪
、
爰
符
二

立
レ

季
之
典
一、
庶
協
従
二

人
之
願
一

（
略
（
時
太
平
公
主
陰
有
二

異
図
一。
姚
元
之
、
宋
璟
等
請
出
二

成
器
及
申
王
成
義
一

爲
二

刺
史
一、
以
絶
二

謀
者
之

心
一

（
略
（
玄
宗
嘗
製
二

一
大
被
長
枕
一、
将
與
成
器
等
共
申
二

友
悌
之
好
一。
睿
宗

知
而
大
悦
、
累
加
賞
嘆
（
略
（
玄
宗
於
興
慶
宮
西
、
南
置
レ

楼
、
西
面
題
曰
花

萼
相
輝
之
楼
（
略
（
以
爲
二

天
子
友
悌
、
近
古
無
一レ

比
（
略
（
玄
宗
既
篤
二

於
昆

季
一、
雖
下

有
二

讒
言
一

交
搆
中

其
間
上、
而
友
愛
如
レ

初
。
憲
尤
恭
謹
畏
愼
、
未
下

曾
干

議
二

時
政
一

及
與
レ

人
交
結
上、
玄
宗
尤
加
信
重
レ

之
（
略
（
十
一
月
薨
、
時
年
六

十
三
。
上
聞
レ

之
、
号
叫
失
レ

声
、
左
右
皆
掩
レ

涕
。
翌
日
、
下
レ

制
曰
、
能
以
レ

位
讓
、
爲
二

呉
太
伯
一

（
略
（
敬
追
諡
曰
讓
皇
帝
（
略
（
十
数
年
間
、
棣
華
凋

落
。
謂
レ

之
手
足
、
唯
有
二

大
哥
一

（
略
（
業
嘗
疾
病
、
上
親
爲
祈
祷
、
及
愈

（
略
（
玄
宗
賦
レ

詩
曰
、
昔
見
漳
浜
臥
、
言
将
二

人
事
違
一。
今
逢
誕
慶
日
、
猶

謂
学
レ

仙
帰
。
棠
棣
花
重
満
、
鴒
原
鳥
再
飛
。
其
恩
意
如
レ

此
」（「
巻
九
五
・
列

伝
第
四
五
・
睿
宗
諸
子
」（

（
（（
（　

後
に
清
時
代
の
類
書
『
淵
鑑
類
函
』（
清
・
張
英
［
ほ
か
編
］　

清
吟
堂　

清

康
熙
四
九
年
〈
一
七
一
〇
年
〉
序
（
に
あ
る
「
田
真
説
話
」（
巻
二
四
九
・
人

部
八
・
兄
弟
・
分
荊
／
巻
四
一
六
・
木
部
五
・
荊
三
・
議
分
即
枯
（
ま
で
も
、

『
初
学
記
』
や
「
五
臣
注
」
に
あ
る
テ
キ
ス
ト
の
傾
向
を
踏
襲
し
て
い
る
。

（
（（
（　

陸
永
峰
『
禅
月
集
校
注
』
四
川
出
版
集
団
巴
蜀
書
社　

二
〇
〇
六
年
。

（
（（
（　

李
善
注
の
「
古
上
留
田
行
」
を
参
照
。

（
（6
（　

李
白
の
「
上
留
田
行
」
を
参
照
。

（
（（
（　
『
詩
経
』「
小
雅
・
常
棣
」
の
鶺
鴒
。

（
（（
（　
「
田
真
説
話
」
を
参
照
。



─（（─

（
（（
（　
「
上
留
田
行
」
の
古
今
注
を
参
照
。

（
（0
（　

李
白
の
「
上
留
田
行
」
を
参
照
。

（
（（
（　

馬
辛
民
編
『
全
宋
詩
』
北
京
大
学
出
版
社　

一
九
九
八
年
。

（
（（
（　

楊
鐮
編
『
全
元
詩
』
中
華
書
局　

二
〇
一
三
年
。

（
（（
（　
『
全
明
詩
』
上
海
古
籍
出
版
社　

一
九
九
三
年
。

（
（（
（　

柳
瀬
喜
代
志　

矢
代
和
夫　

松
林
靖
明
校
注
・
訳
『
将
門
記
』
新
編
日
本
古

典
文
学
全
集
四
一　

小
学
館　

二
〇
〇
二
年

（
（（
（　
『
楽
府
古
題
要
解
』（
唐
・
呉
兢
撰　

国
立
国
会
図
書
館
蔵　

須
原
屋
新
兵
衛

刊　

享
保
十
七
年
（
の
「
右
陸
機
泛
二

舟
清
川
渚
一、
謝
霊
運
出
レ

宿
告
二

密
親
一、

皆
傷
二

離
別
一、
言
二

寿
短
景
馳
、
容
華
不
㆒レ

久
」（「
豫
章
行
」（
を
参
照
。

（
（6
（　

大
沼
厚
『
枕
山
詩
鈔
』
岐
阜
大
学
附
属
図
書
館
蔵　

函
号
九
一
九
‒
二
八
五

一
九

（
ち
ょ
う
・
で
き
ひ
（


